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▲上川さんらが行った街
頭宣伝では多くの青年と
対話した（上川さん提供）


街
頭
か
ら
は
「
民
主
主
義
的
な
手
続
き
で
『
国
葬
』
実
施
を

決
定
し
て
い
る
の
か
疑
問
」
と
の
声
も
あ
っ
た
（
13
日
、渋
谷
）

　

街
頭
の
声
や
広
島
の
シ
ー
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
対
話
で
も
示
さ
れ

た
よ
う
に
、「
費
用
が
高
す
ぎ

る
」「
国
民
の
た
め
に
が
ん
ば

っ
た
人
だ
か
ら
弔

と
む
ら

う
べ
き
」
な

ど
「
国
葬
」
に
対
す
る
青
年
の

評
価
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
ん

な
「
国
葬
」
に
は
、
そ
も
そ
も

ど
ん
な
問
題
点
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　

「
国
葬
」
の
強
行
は
、
憲
法

14
条
が
規
定
す
る
「
法
の
下
の

平
等
」
に
反
し
ま
す
。
14
条

は
、
人
は
自
由
を
侵
害
さ
れ
な

憲
法
に
反
す
る「
国
葬
」

憲
法
に
反
す
る「
国
葬
」

　

民
青
同
盟
広
島
県
委
員
会
の

あ
る
地
域
班
は
、
シ
ー
ル
ア
ン

ケ
ー
ト
を
使
っ
た
「
国
葬
」
に

反
対
す
る
街
頭
対
話
や
、
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
宣
伝
を
毎
週
の
よ

う
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

宣
伝
行
動
を
班
で
提
案
し
た

上
川
優
子
さ
ん
（
27
）
は
、

「
今
回
の
『
国
葬
』
は
、
国
会

を
通
さ
な
い
で
閣
議
決
定
さ
れ

た
こ
と
が
嫌
だ
っ
た
。
私
た
ち

（
の
意
思
）
が
無
視
さ
れ
て
い

る
感
じ
が
し
た
」
と
、
と
り
く

む
動
機
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

「『
将
来
外
交
官
に
な
り
た
い

か
ら
政
治
に
つ
い
て
調
べ
て
い

る
が
、
安
倍
政
治
は
お
か
し
い

と
思
う
。
自
分
の
良
心
に
反
す

「
Ｎ
Ｏ
」と
言
え
る
雰
囲
気

「
Ｎ
Ｏ
」と
言
え
る
雰
囲
気

つ
く
り
た
い

つ
く
り
た
い

　

岸
田

　

岸
田
文文ふ

み
ふ
み

雄雄おお

政
権
は
、
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
安
倍
晋
三
元
首
相
の
「
国
葬
」
を
９

政
権
は
、
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
安
倍
晋
三
元
首
相
の
「
国
葬
」
を
９

月月
2727
日
に
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
連
日
、「
国
葬
」
に
つ
い
て
の
報
道
が
さ
れ
て

日
に
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
連
日
、「
国
葬
」
に
つ
い
て
の
報
道
が
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
の
か
、
賛
成
・
反
対
含
め
た
さ
ま

い
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
の
か
、
賛
成
・
反
対
含
め
た
さ
ま

ざ
ま
な
青
年
の
声
を
基
に
考
え
ま
す
。
ま
た
、「
国
葬
」
の
歴
史
や
、
今
行
わ
れ

ざ
ま
な
青
年
の
声
を
基
に
考
え
ま
す
。
ま
た
、「
国
葬
」
の
歴
史
や
、
今
行
わ
れ

る
こ
と
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
近
代
史
を
専
門
と
す
る
中
央
大
学
教
授

る
こ
と
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
近
代
史
を
専
門
と
す
る
中
央
大
学
教
授

の
宮
間
純
一
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

の
宮
間
純
一
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。  

（
文
中
は
一
部
仮
名
、
塩
田
悠
玄
記
者
）

（
文
中
は
一
部
仮
名
、
塩
田
悠
玄
記
者
）
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い
と
同
時
に
不
当
な
差
別
を
受

け
な
い
こ
と
が
、
個
人
の
尊
厳

に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ

る
こ
と
を
定
め
た
規
定
で
す
。

こ
こ
で
の
差
別
の
禁
止
は
、

「
合
理
的
理
由
」
の
な
い
差
別

を
禁
止
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
岸
田
首
相
は
、
安
倍

元
首
相
を
広
く
一
般
国
民
と
差

別
的
に
扱
う
こ
と
の
「
合
理
的

な
理
由
」
を
ま
っ
た
く
示
せ
て

い
ま
せ
ん
。「
在
任
期
間
が
憲

政
史
上
最
長
だ
っ
た
」
な
ど
の

説
明
を
く
り
返
す
ば
か
り
で

は
、
憲
法
が
規
定
す
る
平
等
原

則
と
相
い
れ
な
い
こ
と
は
明め

い

瞭り
よ
うで

す
。

　

ま
た
、「
国
葬
」
の
強
行

は
、
憲
法
19
条
の
「
思
想
及
び

良
心
の
自
由
」
に
も
反
し
ま

す
。
岸
田
首
相
は
８
月
10
日
の

記
者
会
見
で
、「
国
葬
」
は

「
故
人
に
対
す
る
敬
意
と
弔

ち
よ
う

意い

を
国
全
体
と
し
て
表
す
儀
式
」

と
述
べ
ま
し
た
。
国
民
主
権
の

日
本
で
は
、「
国
全
体
」
と
は

「
国
民
全
体
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
首
相
の
発
言
は
、「
国

葬
」
は
「
故
人
に
対
す
る
敬
意

と
弔
意
を
国
民
全
体
と
し
て
表

す
儀
式
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
憲
法
19
条
に
違

反
し
た
「
弔
意
」
の
強
制
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

８
日
の
国
会
の
閉
会
中
審
査

で
、
日
本
共
産
党
の
仁に

比ひ

聡そ
う

平へ
い

参
院
議
員
の
追
及
に
対
し
、
岸

田
首
相
は
「
国
民
一
人
ひ
と
り

に
喪も

に
服
す
る
こ
と
を
求
め
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
」「
国

葬
儀
の
実
施
に
よ
っ
て
内
心
の

自
由
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
政
府
は
８
月
31
日
に
、
岸

田
首
相
が
「
葬
儀
委
員
長
」
と

し
て
、「
国
葬
」
当
日
に
「
哀あ

い

悼と
う

の
意
を
表
す
る
た
め
、
各
府

省
に
お
い
て
は
弔

ち
よ
う

旗き

を
掲け

い

揚よ
う

す

る
と
と
も
に
、
葬
儀
中
の
一
定

時
刻
に
黙
と
う
す
る
こ
と
と
す

る
」
と
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
各
府
省
と
そ
こ
で
働
く
労

働
者
に
「
弔
意
」
を
強
制
す
る

も
の
で
、
内
心
の
自
由
を
侵
害

し
ま
す
。

　

い
く
ら
岸
田
首
相
が
、
直
接

「
国
民
に
弔
意
を
強
制
す
る
も

の
で
は
な
い
」
と
言
お
う
と
、

日
本
武
道
館
に
国
会
議
員
、
地

方
自
治
体
の
首
長
な
ど
６
千
人

も
の
参
列
者
を
集
め
、
大
々
的

に
「
国
葬
」
を
行
う
こ
と
が
、

日
本
社
会
全
体
に
同
調
を
迫

り
、
安
倍
元
首
相
へ
の
「
弔

意
」
を
事
実
上
強
制
す
る
重
大

な
危
険
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は

明
白
で
す
。

 

（
２
面
に
つ
づ
く
）

●「国葬」はやってもいいと思

う。国民のためにがんばった人

のために、国全体で弔
とむら

わないの

はどうなのかなって思う。

 （大学１年）

●世論調査で反対が多いのは妥
だ

当
とう

。「国葬」である必要を感じ

ない。合同葬の方がいいと思

う。 （大学４年）

●安倍さんは国益に寄与した

し、（「国葬」は）やったらいい

と思う。外交的意義があるか

ら、そこは法律的な根拠とかで

はなく判断すべき。

 （ネット系企業、30）

●「民主主義を守り抜くため」

ということなら、議会で議論を

してから決めてほしい。費用も

最初より高いのは話が違う。ど

こにそんなに使うのかはっきり

させてほしい。 （接客業、22）

●費用がかかり過ぎだから世論

調査で反対が多いんだと思う。

もっと費用がかかるようなら自

分も反対。あんな亡くなり方を

したのだから、（国民全体で）

黙とうくらいやってもいいとは

思うかな。 （大学２年）

街頭で聞いた

どう思う？

安倍元首相の「国葬」

る
』
と
言
っ
て
反
対
に
シ
ー
ル

を
貼
る
高
校
生
や
、
賛
成
で
も

『
法
的
根
拠
が
な
か
っ
た
り
、

税
金
を
使
っ
た
り
す
る
の
は
お

か
し
い
』
と
話
す
高
校
生
に
も

出
会
っ
て
き
た
」
と
上
川
さ

ん
。
行
動
に
と
り
く
む
上
で
大

事
に
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て

「
声
を
上
げ
る
こ
と
で
、『
国

葬
』
に
反
対
と
言
い
や
す
い
雰

囲
気
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ

た
。
国
が
決
め
た
こ
と
に
も
Ｎ

Ｏ
と
言
え
る
こ
と
を
街
の
青
年

に
も
伝
え
る
こ
と
を
大
事
に
し

た
」
と
上
川
さ
ん
は
話
し
ま
し

た
。

ど
う
見
る
？　

ど
う
考
え
る
？

ど
う
見
る
？　

ど
う
考
え
る
？


